






















































1997J 0 1 1 口県長門市背海J~~ ・ 通 iflì の ríiJ岸苛には鯨墓がある 。 これは元禄 5 年に造られたもので、
約70の仔鯨の逃休が組事ドされている。また、この惑を'mJ11lする向j宇寺には f州、脱過去1I8Jが残
されており、死んだクジラの戒名、 fsj(tlfi、性別、大きさ、待逃した人の名前なとの|刻Jiliする情報
が記述されている 。 なお、現代においてもクジラを弔う過去1~liが l 'iJJ半苛=にあり、定世網に拡トかっ
たミンククジラを il} うための「似の過去1~，' i J が現住職によって継続されていることは注目すべき
である [フリーマンほか 1989，秋道 2009b J。
写真?ジラ墓一山口県青海島 ・通，甫の向岸寺、元禄5(1692)年謹立
鯨塚 クジラに|刻わる記憶 ・出来事 ・版l些を石・木なと、で、製1した椛築物。内容が明示されてい
ないこ とが多く、伝承として語りf云えられる場合を指す。





写真 3 ウジラ廟 ベトナム・ニャチャンー
鯨位牌.寺院などの仏凶に鯨152なとと脅かれた1iW¥'を安置して祈る。宮城県・鮎川の観音堂に安
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